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評価対象年度 令和７年度
家庭、地域、学校の連携・協働のもと、青少年のすこやかな成長を支えるまち 

4

政策 3

提出日　
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施策 1

令和８年度　行政評価調書

施策

大綱　 子育て・学び

地域教育部

令和8年7月13日
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青少年がすこやかに育つまちづくり

青少年の健全育成

放課後の居場所の充実



＜取組内容＞
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第４次総合計画　施策の評価シート

評価対象年度 令和７年度
大綱

子育て・学び
政策

青少年がすこやかに育つまちづくり
4 3

めざすまちの姿 家庭、地域、学校の連携・協働のもと、青少年のすこやかな成長を支えるまち 

基本計画本文

施策を構成する管理事業 施策の取組状況

4-3-1

青少年の健全育成

青少年の健全育成を図るため、地域での見守りや指導を行うとともに、青少年の仲間づくりや主体的な活動を支援
するため、さまざまな体験・活動の機会を提供します。また、ひきこもりなどさまざまな課題を抱える青少年に対
する相談体制の強化を図ります。

・自然体験交流センター、子育て青少年拠点夢つながり未来館、自然の家、青少年クリエイティブセンターでは、
青少年施設主催イベントなど、施設の特色を生かして様々な体験活動の場や学習の機会を提供している。
・自然の家・自然体験交流センターについては、幼児から高齢者まで全ての世代の方が利用できる生涯学習施設と
して、引き続き指定管理者による施設運営を行った。また、利用者が安心・安全に施設を利用できるよう、自然の
家では危険樹木の伐採、自然体験交流センターでは本館棟のガスヒートポンプ式エアコンの修繕等を行った。
・青少年活動サポートプラザの青少年相談では、支援が必要とされる青少年に早期に適切な支援が行えるよう、関
係機関と連携するなど、チームでの支援に取り組んだ。
・施策指標２の「青少年施設主催イベント・講座などの年間参加者数」について、目標を下回ったのは、主に青少
年クリエイティブセンターの事業参加者数が少なかったためであり、利用者層のニーズを把握し効果的な事業の検
討などの取組強化が必要である。
・「青少年指導者講習会の年間受講者数」については、施策指標１の目標値には達せず、昨年度実績値を下回った
が、指導者育成のためより多くの方が参加できるようオンライン受講やアーカイブ配信等、多様な受講方法に加
え、開催日時を変更することで参加しやすい環境を整え、最終年度には目標を達成する見込みである。

自然の家事業

自然体験交流センター事業

青少年クリエイティブセンター事業

青少年活動サポートプラザ事業

地域・青少年教育事業

4-3-2 留守家庭児童育成室への入室を希望する児童の確実な受け入れを行い、「太陽の広場」との連携強化を図りなが
ら、学校や地域の実情に応じて安心安全に過ごすことができる子供の多様な居場所を確保し、さまざまな体験・活
動の機会を提供します。放課後の居場所の充実

こどもプラザ事業 ・国の「放課後児童対策パッケージ」を踏まえ、「留守家庭児童育成室」と「太陽の広場」が連携し両事業を参加
する子供たちが放課後に校内で一緒に遊ぶなど交流した。一方で、教室等の活動場所の確保、見守り活動のボラン
ティアや指導員の不足により、放課後の子供の居場所の確保が十分にできないことが共通の課題となっている。
・施策指標２の「太陽の広場」については、悪天候や酷暑の影響などで、実施できなくなる場合が増えており、昨
年度実績値を下回った。体育館など室内で実施できるよう学校との協議を進める。また、担い手の高齢化や共働き
世帯の増加などによるボランティアの人材不足の課題が一部地域で現れていることから、利用者ニーズに応えると
ともに、今後も安定的に継続できる事業とするため、令和６年度から令和７年度の２か年にわたりとして、２校で
民間委託モデル事業を実施した。
・「留守家庭児童育成室」は、利用者ニーズの増大により、年々入室希望児童数が増加しており、今後必要となる
施設の整備、指導員の確保が大きな課題となっている。
　令和７年度から、留守家庭児童育成室の運営業務を新たに４育成室で開始し、また、特に入室児童数の増加が見
込まれ、施設確保に課題がある地域において、私立認定こども園による民設の放課後児童クラブの設置を進めた
（令和８年度から事業を開始）。
　しかしながら、これまでの対応では、増加する入室希望児童数の受入れに限界が生じているため、今後も持続可
能な事業として進めることができるように、様々な対策を整理するプランの策定を進めた。

留守家庭児童育成事業



＜施策指標等の推移＞

SDGｓのゴールに関連する施策および施策指標と評価

4-3-1 青少年の健全育成 目標値
（令和10年

度）施策指標１ 青少年指導者講習会の年間受講者数（単位：人）

年度
策定時

（平成30年度） 令和７年度 令和８年度 令和９年度

350人
（平成29年度）

実績 268 212 206 0

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

進捗状況 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ

61 203 161 294 243

Ｂ

施策指標２ 青少年施設主催イベント・講座などの年間参加者数（単位：万人）

14万人
年度

策定時
（平成30年度）令和元年度 令和８年度 令和９年度

（平成29年度）

実績 13.6 15.5 15.9 5.5 6.1 8.1

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

8.6 9.3 8.9

進捗状況 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

年度
策定時

（平成30年度）令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

5.5

令和４年度 令和５年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

Ａ Ａ Ｂ進捗状況 Ａ Ａ Ａ

令和６年度

4-3-2 放課後の居場所の充実

4600人
（目標値改訂）

受入：4,600
人

待機：　　0
人

（留守家庭児童育成室の受入児童数（単位：人））

（平成29年度）

3236
待機：0

3,491 3,523

令和７年度 令和８年度 令和９年度

施策指標２ 太陽の広場などの年間参加者数（単位：万人）

Ｂ Ａ

（平成29年度）
年度

策定時
（平成30年度）

Ｂ

ＣＣ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

22.7万人

ＣＣ

Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ

No 施策指標

1

青少年指導者講習会
の年間受講者数（単
位：人）

Ｂ Ｂ

16.6

ＣＢ Ｂ Ｂ

3.2 11.6 14.5 17.8

進捗状況

実績 20.7 18.3 18.7

Ｂ Ｂ

青少年施設主催イベ
ント・講座などの年
間参加者数（単位：
万人）

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ａ Ａ

-

2

【改定】留守家庭児
童育成室の受入及び
待機児童数（単位：
人）

Ａ - -

ＣＣ Ｃ Ｃ

Ａ

太陽の広場などの年
間参加者数（単位：
万人）

Ｃ - - Ｃ Ｃ

Ａ Ａ -Ａ

施策指標１

実績

3,236 3,491 3,523 3,674 3,942 4,400 -

【改定】留守家庭児童育成室の受入及び待機児童数（単位：人）

3,674 3,942
4,400

待機：11

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

4,706
待機：106

5,134
待機：7

5,515
待機：0

- -


